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区立小学校、幼稚園で周年記念式典を開催

お問合せ 庶務課庶務グループ 3981-1141

お問合せ 学校施設課学校改策推進
グループ 4566-2788 

　４月から千川中学校の改築工事を開始します。
工事期間中、千川中学校は学び舎ぴいす（千早
2-39-16）に仮移転します。学び舎ぴいすは
西部区民事務所等との複合施設で、区西部地域
の学校改築を進める際、工事期間中の仮移転
施設として継続して利用する予定です。

なお、千川中学校の新校舎は令和９年９月開設
を予定しています。 

　豊島区教育委員会では、子供たちが大切に使ってきたランドセルをアフガニスタン
の子供たちに贈る「ランドセルは海を越えて」キャンペーンの趣旨に賛同し、平成２７
年度から事業に協力しています。
　このキャンペーンは、（株）クラレが主催する事業で、「使われなくなったランドセルを
紛争と混乱が続くアフガニスタンの子どもたちに届け、学ぶ喜びを知るきっかけにし
てもらいたい。」という想いからこれまで20年間で合計１５万個のランドセルがアフガ
ニスタンに贈られました。集まったランドセルは港で検品後、アフガニスタンの子供たち
の就学支援などに役立てられます。
　今年度も下記の要領で募集を行います。ご協力くださいますようお願いいたします。

　令和5年度は、西巣鴨小学校が創立110周年を、朋有小学校
が創立20周年を、池袋幼稚園が創立50周年を迎えました。
　3年ぶりに式典で子供たちの演奏が披露され、母校の10年
節目の晴れの年を、学校・地域を挙げてお祝いしました。
　来年度は、池袋本町小学校が創立10周年を、明豊中学校
が創立20周年を迎えます。
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－各学校・幼稚園の取組～後編～－
「SDGs達成の担い手育成事業」では、大人も子供も一緒になってSDGsに取り組むことの大切さを発信しています。

全2回にわたり、各学校・幼稚園の取組を紹介していますので、一人ひとりがSDGs達成の担い手として行動に移していきましょう。
30校と3園の取組
はこちらから▲

千川中学校の改築工事に伴い
校舎が仮移転します

「ランドセルは海を越えて」
キャンペーンにご協力をお願いします　　　

園庭で野菜や果物など、
様々なものを子供たちと一
緒に育てています。昨年度
から、地域の方に教えてい
ただき、藍を育て始めまし
た。種から育てた藍で、親子
で藍染めをし、楽しんでいま
す。

池袋幼稚園
種から育てた藍の葉で藍染めをしよう

南長崎幼稚園

教材として絵本と身近な自
然物を取り上げることで、
絵本による情緒的、科学的
な芽生えを育てるとともに、
「15　陸の豊かさも守ろう」
などの意識をもてるように、
保育室の教育環境を工夫し
ています。

「青虫さんおなかペコペコだね」（絵本と自然物）

週１回、牛乳パックや空き箱
等を集め、園児が製作活動
に使っています。回収箱とし
て「廃材回収トレイン」を製
作し、園児が色を塗り絵を描
きました。集まった廃材は、
いつも素敵な作品に変身し
ています。

西巣鴨幼稚園
「廃材回収トレイン」の作成と活用

お問合せ 庶務課SDGs推進グループ 4566-2548

令和３年１２月に立ち上
げたプロジェクト。４０名
のプロジェクトメンバーと
ビオトープについて考え
てきました。専門家の方
に相談し、設計図が完成
しました。

千早小学校
千早ビオトーププロジェクト８５

高松小学校

「地域を大切にし、地域を
愛する児童の育成」を柱に、
地域の方々とともに活動に
取り組んでいます。通学路
の花はPTAの当番制で長期
休業中も世話をしてくださ
います。

地域とともに～高松GreenProject

東京都理学療法士協会と
連携した取組を行ってい
ます。「安全体つくり体操」
を体育の時間に行い、怪我
の未然防止に努めていま
す。健康教育、安全教育を
推進し、心と体の健やかな
成長を目指します。

富士見台小学校
育てよう心と身体　安全・安心な学校づくり

４年生を対象に東京電力の
方による出前授業を行いま
した。『2050としまゼロカー
ボン戦略』に基づき、手回し
発電機での発電体験や様々
な発電方法の講義などから
私たちとエネルギーとの関
わりについて学びました。

さくら小学校
環境教育支援出前授業

今年は地域や行政の方と
連携し、避難所運営講座を
学びます。そこから大規模
災害等に対して避難所とし
ての役割を持つ学校の動き
を地域とともに学び、現場で
の一番若い力として中学生
の役割を考えていきます。

巣鴨北中学校
地域と共に 避難所のあるまちづくり

災害発生時には中学生が現場
の支援の中心的な役割を担っ
ていくことが期待されます。
多くの地域や行政の方と連携
し、SDGｓ防災体験を行って
います。地域を守り、持続可能
なより良いまちづくりを目指
していきます。

駒込中学校
地域の方とともに学ぼう～自助・共助・公助～

「バラ見守り隊」を継続し、
地域の方々とともに大塚バ
ラロードの環境美化に取り
組んでいます。「住み続けら
れるまちづくり」を自分事と
して捉え、地域の一員として
できることにチャレンジして
いきます。

西巣鴨中学校
西巣鴨中　大塚バラ見守り隊

着なくなった子ども服を
株式会社ファーストリテイ
リングを通じて難民の方々
に届けるプロジェクトです。
平成３０年度から継続し、今
年度も地域の小学校、区民
ひろば、保育園、幼稚園と協
働して取り組んでいます。

西池袋中学校
届けよう、服のチカラ”プロジェクト

大切にしているSDGs目標
は、 「住み続けられるまちづ
くりを」です。
ＩＳＳとの活動とリンクさせ、
地域マップ作成や地域防災
と連携してのＤ級ポンプ
や避難所設営の実習などに
取り組んでいます。

池袋中学校
　ともに地域を支える池袋中学校として

としま未来文化財団、西武
造園の協力を得て、樹木医
に千登世の森を診断して
いただきました。樹木につ
いて学ぶとともに、草取り、
土の掘り起こし、花壇造りを
行い、チューリップとクロッ
カスの球根を植えました。 

千登世橋中学校
千登世の森再生プロジェクト

地域の未来を語り合う「みら
いトーク」、小・中・高で連携
した「千早高校探検」、千早地
域文化創造館と連携した
ワークショップに取り組み、
地域を考え、知り、協働し、
持続可能な社会の創り手の
育成を目指しています。

明豊中学校
小中連携による持続可能な社会の創り手の育成

地域消防団の協力のもと、
「防災ジュニアスタッフ」が
Ｄ級ポンプ消火訓練を実施
しています。また、各学年でも
避難所設営訓練や救命講習
を行い、地域と連携して住み
続けられるまちづくりを目指
します。

千川中学校
自分たちの地域は自分たちで守る！

〇〆切　令和６年３月２７日（水）正午まで
〇持込場所　通っていた小学校
＊多少の傷があっても構いません
＊時間や持ち込み場所の詳細については各小学校へ
　お問合せください

保管してある使用済みランドセルのご寄附のお願い

お問合せ 学務課学事グループ 03-3981-1174

4月になったら申請を
国公立小・中学校でかかる学用品、移動教室や卒業アルバムなどの費用を区が援助します。

4月1日～4月30日（消印有効）の期間中に、令和6年度申請書を学務課へ郵送または窓口にてご提出ください。
※土・日・祝日は閉庁日となります。
※申請書は新学期に区立小・中学校で配布。学務課、総合窓口課、東・西区民事務所でも配布。区ホームページから
　ダウンロードも可。
※申請は５月以降も受付しておりますが、認定は申請月からとなります。

①学用品費　②入学支度金（4月認定者のみ）　③校外活動費（遠足等）　④移動教室費　⑤クラブ活動費（中学のみ）
⑥体育実技用具費（中学のみ）　⑦学校給食費　⑧芸術鑑賞費　⑨修学旅行費（中３のみ）　⑩卒業アルバム代　
⑪インフルエンザ予防接種費（中３のみ）
※「⑦学校給食費」について
　令和5年2学期以降、豊島区立の小・中学校給食費無償化に伴い、当該小・中学校在籍者の方は、学校給食費の支給
　はありません。豊島区立以外の小・中学校在籍者の方は、保護者の負担する実費相当額を支給します。
※生活保護受給者は、⑧～⑪のみ支給します。（①～⑦は生活保護費から支給）
※特別支援学校在籍者は、就学奨励費（別途、特別支援学校で申請）との差額分を支給します。

区内在住で国公立小・中学校に通学する児童・生徒の保護者で、生活保護を受給されている方
または生活保護に準じる所得額の方（認定基準額は申請書を参照）

対象

支給費目

申請方法

就学援助制度をご存じですか？ 令和6年度申請のお知らせ

▲池袋幼稚園▲西巣鴨小学校

▲朋有小学校 




